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図1 マウスやブタにおいてG‐CSFは心筋梗塞を縮小させる 図2 臨床試験プロトコール

図3 G‐CSFによる虚血範囲の縮小と心機能改善
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G-CSFによる治療にてマウスやブタの
心筋梗塞範囲の縮小が得られることを
独自の研究にて報告した（図1）

ヒトにおける臨床研究でもその有効性を
確認することができた（図2、図3）

同様のプロトコールを用いた脊髄損傷
の研究が進められ、臨床応用段階と
なった
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